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足羽川ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会 

第 3 回鳥類部会 

 

◎足羽川ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会第 3 回鳥類部会が平成２０年 

１１月１１日に福井県国際交流会館にて開催されました。 

 

足羽川ダム工事事務所長挨拶 

 

足羽川ダム工事事務所 川﨑将生所長の挨拶 

 

委員紹介 

  

  

第３回鳥類部会では、鳥類を担当分野とされる４人の委員にご出席いただきました。 



 

 

足羽川ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会 鳥類部会 委員名簿 

 

氏  名 現 職 等 

松村 俊之 まつむら としゆき 福井県自然保護課 主任 

久保上 宗次郎 くぼがみ そうじろう 猛禽類研究家 

林 武雄 はやし たけお 日本鳥類保護連盟 理事 

上木 泰男 うえき やすお 日本鳥類保護連盟 専門委員 

 



第 3 回鳥類部会での審議骨子 

 

Ⅰ．事務局からの報告 

事務局より以下の事項が報告されました。 

 

・工事計画の概要について 

・鳥類（陸域）についての予測、保全措置の検討結果 

・今後の予定 

 

 

Ⅱ．委員からの主な意見 

事務局からの報告に対する委員からの意見及び事務局回答は以下のとおりです。 

 

指摘内容 事務局回答 

・ 多数の鳥類やクマタカのつがいが確認されてお

り、この地域の環境の多様性を反映していると

考えられる。ダム事業による一時的な影響は考

えられるが、周辺にも同様の環境が広がってい

ることから影響の程度としては問題ないと考え

られる。 

－ 

・ クマタカの営巣木の樹高の記録があれば記載し

ておくこと。今後、どのような樹林を保全して

いけばよいかわかる。 

クマタカの営巣木の樹高についても整理

し、記載する。 

・ クマタカの繁殖成功率の高いつがいと低いつが

いの環境を比較することで、保全すべき環境が

どのようなものであるか、傾向が見えてくるか

もしれない。 

ご意見を踏まえ、今後比較検討を行う。 

・ クマタカの行動圏がきれいに線引きされている

が、現地での確認状況はどうであったか教えて

欲しい。 

現地での詳細な確認状況と行動圏の推定

手法について、別途ご報告する。 

・ 当該地域の近傍ではイヌワシが生息している地

域がある。現地調査での詳細な観察状況、確認

状況を教えて欲しい。 

詳細な調査実施状況、確認状況等につい

て、別途ご報告する。 

・ 工事の実施によるクマタカ（５つがい）への影

響に対する保全措置については問題ない。 
－ 
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足羽川ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会 

第４回検討会（陸域動植物） 

 

◎足羽川ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会 第４回検討会（陸域動植物）が

平成２０年１１月１１日に福井県国際交流会館にて開催されました。 

 

足羽川ダム工事事務所長挨拶 

 

足羽川ダム工事事務所 川﨑将生所長の挨拶 

 

出席委員 

   

   
第４回検討会では、動植物の各分類群を専門とする４人の委員により、陸域の動

物・植物についてご検討いただきました。 



 

 

足羽川ダム建設事業環境影響評価技術検討委員会 検討会 委員名簿 

 

担当分野 現　職　等

哺 乳 類 西垣　正男 にしがき　まさお 福井県自然保護課　企画主査

鳥類
（鳥類部会長）

林　武雄 はやし　たけお 日本鳥類保護連盟　理事

爬 虫 類
両 生 類
陸産貝類

長谷川　巌 はせがわ　いわお 福井県両生爬虫類研究会　会長

陸上昆虫類 下野谷　豊一 しものや　とよかず （財）日本鱗翅学会会員

植　　物 渡辺　定路 わたなべ　さだみち 元福井市自然史博物館館長

氏　　　　　名

 

※長谷川委員はご欠席。 



第４回検討会での審議骨子 

 

Ⅰ．事務局からの報告 

事務局より以下の事項が報告されました。 

 

・工事計画の概要について 

・動物（陸域）についての予測、保全措置の検討結果 

・植物（陸域）についての予測、保全措置の検討結果 

・今後の予定 

 

 

Ⅱ．委員からの主な意見 

事務局からの報告に対する委員からの意見及び事務局回答は以下のとおりです。 

 

指摘事項 意見内容 事務局回答 

植物（陸域） 保全措置で移植先としている湿地環境（水田）

については、管理者がいなくなると環境が変

化する。今後湿地環境を維持していくのも難

しい面があるので注意すること。 

現在ある堰を残すことで水量を

確保することを考えている。維持

管理にあたっても十分注意して

行う。 

モモンガは、樹高の２倍程度の距離まで滑空

による移動を行うので、現在の河川及び河川

沿いの道路周辺においても移動が行われてい

ると考えられる。 

ご意見を踏まえて、予測結果の記

載内容を一部修正する。 

動物（陸域） 

フクイアナバチの繁殖環境は人工的な造成地

であるため、改変区域周辺にはむしろ繁殖環

境が増加すると考えられる。 

ご意見を踏まえて、予測結果の記

載内容を一部修正する。 

 


